
頁 正 誤

P100
例題1.6　（解説）
下から12～11行目

『位置の表示は原則「地理学的経緯度+平
均海面からの高さ（標高）」による。場合に
よっては「直角座標+標高」「極座標+標高」
「地心直交座標」も使える。』

『位置の表示は原則「地理学的経緯度+平
均海面からの高さ（標高）」による。場合に
よっては「直角座標+標高」「地心直交座標」
も使える。』

P148
2.3.3　2)
上から15行目

[式に⊿hは無いため不必要] ⊿h：両端の比高

P163
例題2.34　（解説）
下から4行目

（基礎編第1章数学1.2.10参照） （基礎編第1章数学1.3.3参照）

P164
2.5.1
上から17行目

Ｎ　：Ａ，Ｂ点の平均ジオイド高

[“又は”部分削除]
Ｎ　：Ａ，Ｂ点の平均ジオイド高又は

P172
2.5.3
上から17行目

補正量x の符号は、(乙)Ｃに対するＰの位置
関係により変わるが、・・・
[おつ]

補正量x の符号は、(Z)Ｃに対するＰの位置
関係により変わるが、・・・
[ゼット]

P235
3.1.4
下から10行目

●視準線誤差と球差とは、対岸に水準儀を
移動して・・・
[本書の前後の表現から]

●視準軸誤差と球差とは、対岸に水準儀を
移動して・・・

P251
3.3
下から2行目

⑤地域的な港湾工事・河川工事の資料とす
る。

⑤地域的な港湾工場・河川工事の資料とす
る。

P260
例題3.19　（解説）
上から12行目

-200.010m-0.004m＝-200.014m -200.010mm-0.004m＝-200.014m

P300
4.2.8.2
上から16行目

4.2.8.2　地形地物等の測量

[「作業規程の準則」より]

4.2.8.2　ネットワーク型RTK法を用いる細部
測量

P300
4.2.8.2.1
上から18行目

4.2.8.2.1　TS等を用いる地形、地物等の測
定
第96条　TSを用いる地形、地物等の測定
は、・・・
[“4.2.8.2.1　TS等を用いる地形地物等の測
定”の位置を4行下げ第96条の上に移動す
る。第95条部分は削除する。]

4.2.8.2.1　TS等を用いる地形、地物等の測
定
第95条　地形、地物等の測定は、・・・

P315
4.3.2　図-4.8

p2・p6 間 l 8 p2・p6 間 l 2

P353
5.3.2
下から1行目

図－5.19のABは鉛直に立った煙突であ
り、・・・

図－5.18のABは鉛直に立った煙突であ
り、・・・

P390
5.9.2　(2)
上から13行目

標定点の精度規格は第111条で、表5.8のよ
うに示されている。

標定点の精度規格は第101条で、表5.8のよ
うに示されている。

P390
5.9.3　1)
上から16行目

第115条運用基準で、対空標識の規格と設
置は次のように規定されている。

第105条運用基準で、対空標識の規格と設
置は次のように規定されている。

P500
例題7.2　（解説）
上から5行目

SLN＝SLO＋e SLN＝S.LO＋e

P508
表－7.7
上から19行目

短接線長｜TK＝Ycosecτ 短接線長｜TK＝Ycosτ

P521
7.3.8
上から20行目

x ,y ,Lの単位をｍとしα（単位はラジアン）の
代わりに・・・

X,y ,Lの単位をｍとしα（単位はラジアン）の
代わりに・・・

P524
7.3.12
下から5行目
P525
上から2行目と
図－7.42

7.3.12 主要点と中心点 7.3.12 主要点と中間点
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P526
例題7.10.1　（解説）
上から2行目

そこで、KA3-1，KE3-1，KE3-2，KA3-2の追加

距離は、
そこで、KA3-1，KE3-2，KA3-2の追加距離は、

P530
7.5.3
図－7.47

P・P1間曲線長l 1 P・P1 間曲線長 l 2

P531
7.6
上から12-13行目

定期的に左右両岸の堤防、及び構造物の
変動を調査する。水準基標として、縦横断面
図データファイルを作成する。

定期的に左右両岸の堤防、及び構造物の
変動を調査する。水準基標として、縦断面
データファイルを作成する。

P536
7.6.6
上から10行目

深浅測量は河川海岸等の維持管理、・・・ 深浅測量は河川海岸島の維持管理、・・・

P545
7.7
上から14行目

測量を実施する地域の地形、土地の利用状
況、植生の状況を把握し、用地測量の細分
ごとに作成する。

測量を実施する地域の地形、土地の利用状
況、植生の状況をはわくし、用地測量の細
分ごとに作成する。

P555
7.8.2　4)
下から4行目 “=”を追加

P561
7.9.2　2)
下から4行目

各錐台に式（7.72）を適用して総和を求め
る。

各錐台に式（7.66）を適用して総和を求め
る。
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頁 正 誤 
P.120 

2.1.5.3) 

上から 8 行目 

 

国土地理院の長宛の測量標設置位置通知書を作成する。 国土地理院の長宛の基準点設置位置通知書を作成する。 

P.120 

2.1.5.3) 

上から 14 行目 

 

測量標設置位置通知書 基準点設置位置通知書 

P.152 

2.3.4.1) 

上から 17 行目～ 

ゆえに n=97となる。式（2.28）を用いると・・・ ゆえに n=97となる。式（2.23）を用いると・・・ 

P.182 

2.5.7 

下から 13 行目～ 

光波測距儀による距離測定の精度は、距離に関係のない誤差ｍs 

と距離に比例して大きくなる誤差 rSijの和（ｍs +rSij）とされている。

したがって・・・Ms = ms
2+r2Sij

2
 で表される。 

 

光波測距儀による距離測定の精度は、距離に関係のない誤差ｍs 

と距離に比例して大きくなる誤差ｋSijの和（ｍs +ｋSij）とされている。

したがって・・・Ms = ms
2+k2Sij

2
 で表される。 

 

P.182 

2.5.7 

下から 9 行目～ 

測距の方程式（2.69）には重み Ps =mt2Sij/｛(ｍｓ
2+ r2Sij2)×ρ″2｝ 測距の方程式（2.69）には重み Ps=mt2Sij/｛ｍｓ

2+ r2Sij2×ρ″2｝ 

P.184 

2.5.8 

下から 16 行目～ 

出題されたので、本章の 2.5.2高低計算に 出題されたので、本章の 2.6.1高低計算に 

P.202 

2.9.1 

上から 5 行目～ 

基線長が 10ｋｍ以上の場合は２周波（L1と L2）の GNSS測量機

同時に５衛星以上の観測を行う。 

基線長が 10ｋｍを超える場合は２周波（L1と L2）の GNSS測量

機同時に５衛星以上の観測行う。 

P.214 

【問題 15】(士) 

表―１ 

 

ｍｔ＝1″.80 ｍｔ＝1.″80 

P.228 

問題 42 

上から 5 行目～ 

既知の場合の式（176頁 例題 2.51（４））より 既知の場合の式（例題 1.18の式（４））より 

P.354 

5.3.2 

上から 7 行目～ 

①,②により ①×② 

P.447 

6.2 

下から 6 行目～ 

問題に使用される地図は、電子国土ポータルが多いため 問題に使用される地図は、1/25,000地形図が多いため 

P.711 

問 A 

上から 8 行目～ 

上記の値を 5km メッシュ（1.6cm × 1.6cm方眼）の座標値に,縦 6,000m 上記の値を 5m メッシュ（1.6cm × 1.6cm方眼）の座標図に,縦 6,000cm 

 



   
 

平成２5 年 2 月７日版 
 

頁 正 誤 

P.416 

図 5.61 

X－Xｐ 

Yp－Y 

Xｐ 

Yｐ 

P449 

6.2.3  解説 

上から８行目 

１． 地形図上から図書館と裁判所の距離は 14mm であり，その

実距離は（ 14mm × 25,000 = 350m ） 

２． 忠節橋の長さは地形図上で 10mm であり，その実距離は 

( 10mm × 25,000 ＝ 250m ) である。 

１． 地形図上から図書館と裁判所の距離は 1.4mm であり，その

実距離は（ 1.4mm × 25,000 = 350m ） 

２． 忠節橋の長さは地形図上で 2.5mm であり，その実距離は 

( 1.4mm × 25,000 ＝ 350m ) である。 

P.624 

8.2 問 C 

下から７行目 

 

1． 単位重量の標準偏差 

2． 一方向の残差 

3． 距離の残差 

4． 高低角の残差 

 

1． 単位重量の標準偏差 

2． 一方向の偏差 

3． 距離の偏差 

4． 高低角の偏差 

P.637 

例題 8.2.7 

問 A 表２－１  
 

 
 

キ 点の記,  

 
 

 
 

カ 点の記,  

 





P.209

2.12

上から 13〜15 行目

…（X，Y，Z）による観測方程式の一例は次の通りである。対策編 2.5.7

厳密水平網の平均計算の式（2.69），式（2.84）と比較せよ。


V

V

V


(残差)

= 
δX

δY

δZ


(未知量)

− 
δX

δY

δZ


(未知量)

+ 
ΔX

ΔY

ΔZ


(概算値)

− 
ΔXb

ΔYb

ΔZb


(観測値)

………(2.89)

…（X，Y，Z）による観測方程式の一例は次の通りである。対策編 2.10.7

多角網の平均計算の式（2.82），式（2.97）と比較せよ。


V

V

V


(残差)

= 
δX

δY

δZ


(未知量)

− 
δX

δY

δZ


(未知量)

+ 
ΔX 

ΔY 

ΔZ 
(概算値)

− 
ΔXb

ΔYb

ΔZb


(観測値)

………(2.89)

P.214

2.14【問題 15】

表− 1中

P.266

3.6.2 例題 3.25

上から 12 行目

P：P：P =
1

S
：
1

S
：
1

S
=
1

100
：
1

20
：
1

40
= 1：5：2.5 P：P：P =

1

S
：
1

S
：
1

S
=
1

100
：
1

20
：
1

40
= 1：5：25

P.269

3.6.4

下から 3行目

④ v2A＝−x2＋xA−(19.4500−30.0000＋10.5611)

＝＋0x1−1x2−(＋0.0111)

④ v2A＝−x2＋xA−(19.4500−30.0000＋10.5611)

＝＋0x1−1x2−(＋0.01111)




